
（週二回月・木曜日発行）２０２３年（令和５年）１０月３０日（月曜日）第５７０３号 第３種郵便物認可 （8）

　

日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協

会
九
州
支
部
は
12
日
、
協
会

セ
ミ
ナ
ー
を
福
岡
市
内
で
開

催
し
た
。
水
道
事
業
体
関
係

者
ら
約
１
１
０
人
が
参
加
し

　

大
島

　
剛
氏
（
お
お
し

ま
・
た
け
し
＝
元
三
機
工
業

代
表
取
締
役
社
長
）
18
日
死

去
、
90
歳
。
通
夜
・
告
別
式

は
近
親
者
の
み
で
行
っ
た
。

後
日
、
同
社
主
催
の
お
別
れ

の
会
を
行
う
。

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
26

日
、
２
０
２
４
年
３
月
期
第

２
四
半
期
決
算
を
公
表
し

た
。
受
注
高
は
海
外
事
業
、

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業

が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か

ら
８
７
９
億
円
（
前
期
比
26

億
円
増
）
と
な
り
、
受
注
残

高
も
２
６
３
６
億
円
（
同
３

９
０
億
円
増
）
と
な
っ
た
。

売
上
高
も
Ｅ
Ｐ
Ｃ
、
海
外
、

Ｏ
＆
Ｍ
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
各
事
業

が
好
調
に
推
移
し
５
３
０
億

円
（
同
63
億
円
増
）
を
計
上

し
た
。
一
方
、
営
業
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
28
億
円
（
同
２
億

円
増
）、
経
常
利
益
マ
イ
ナ

ス
23
億
円（
同
４
億
円
減
）、

四
半
期
純
利
益
マ
イ
ナ
ス
22

億
円（
同
６
億
円
減
）と
な
っ

た
が
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
事

業
は
国
内
公
共
事
業
が
大
半

を
占
め
、
売
上
・
利
益
が
第

４
四
半
期
に
著
し
く
偏
る
傾

向
に
あ
り
、
ほ
ぼ
計
画
通
り

と
し
て
い
る
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
プ

ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
の
受
注
高
は
３
５
９
億

円
（
同
１
０
６
億
円
減
）、

受
注
残
高
は
１
２
３
１
億
円

（
同
77
億
円
減
）と
な
っ
た
。

売
上
高
は
３
３
８
億
円
（
同

51
億
円
増
）
で
、
営
業
利
益

は
マ
イ
ナ
ス
23
億
円
（
同

５
億
円
減
）。
サ
ー
ビ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
受
注

高
は
５
２
０
億
円
（
同
１
３

２
億
円
増
）、
受
注
残
高
は

１
４
０
５
億
円
（
同
４
６
７

億
円
増
）
と
な
っ
た
。
売
上

高
は
１
９
２
億
円
（
同
12
億

円
増
）
で
、
営
業
利
益
は
マ

イ
ナ
ス
５
億
円
（
同
７
億
円

増
）。

　

２
０
２
４
年
３
月
期
通
期

連
結
業
績
予
想
の
変
更
は
な

く
、
受
注
高
１
６
０
０
億
円

（
同
３
３
４
億
円
減
）、
売
上

高
１
５
５
０
億
円
（
同
43
億

円
増
）、
営
業
利
益
１
０
０

億
円
（
同
13
億
円
増
）、
経

常
利
益
95
億
円
（
同
４
億
円

増
）、
当
期
純
利
益
64
億
円

（
同
１
億
円
増
）
と
し
て
い

る
。
予
算
外
案
件
の
獲
得
や

付
帯
工
事
に
よ
る
増
額
な
ど

に
よ
り
、
引
き
続
き
受
注
高

の
増
額
に
努
め
る
一
方
で
、

他
社
工
事
遅
れ
に
よ
る
工
期

延
長
、
必
要
部
材
の
長
納
期

化
な
ど
を
引
き
続
き
注
視
す

る
と
と
も
に
、
設
計
前
倒
し

に
よ
る
必
要
部
材
・
部
品
の

早
期
手
配
、
一
括
購
入
に
よ

る
在
庫
確
保
、
工
程
管
理
の

効
率
化
、
経
費
削
減
な
ど
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見
に
出
席

し
た
山
口
賢
二
・
社
長
は「
お

客
さ
ま
の
期
待
に
沿
え
る
よ

う
に
案
件
受
注
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

東
京
下
水
道
設
備
協
会
は

11
月
20
日
に
公
開
講
演
会
を

東
京
・
西
新
宿
の
角
筈
区
民

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。
早
稲

田
大
学
教
育
学
部
教
授
（
地

理
学
）
の
久
保
純
子
氏
が
講

師
を
務
め
、「
神
田
川
流
域

の
地
形
と
歴
史
、
災
害
」
の

演
題
で
、
神
田
川
流
域
の
地

形
や
歴
史
時
代
の
流
路
の
変

遷
、
神
田
上
水
や
水
害
対
策

な
ど
、
自
然
と
人
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

　

入
場
無
料
。
聴
講
希
望

者
は
「
11
月
20
日
講
演
会

希
望
」
と
記
載
し
、
会
社

名
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル

（nakanishi@setsubikyo.

or.jp

）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03

―
３
３
４
６
―
３
０
５
５
）

で
。
11
月
16
日
ま
で
受
け
付

け
る
が
定
員
に
達
し
た
場
合

そ
の
時
点
で
締
め
切
る
。
案

内
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
。

　

日
本
技
術
士
会
近
畿
本
部

上
下
水
道
部
会
（
部
会
長
＝

飯
盛
保
幸
・
明
友
技
建
技
師

長
）
は
18
日
、
10
月
例
会
と

し
て
、
京
都
市
内
の
島
津
製

作
所
三
条
工
場
を
見
学
し

た
。
工
場
内
で
分
析
計
測
工

場
や
医
用
工
場
な
ど
を
視
察

し
、
会
員
ら
約
20
人
が
参
加

し
た
。

　

見
学
会
の
冒
頭
、
飯
盛
部

会
長
が
「
見
学
会
は
年
２
回

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

３
月
に
講
演
い
た
だ
い
た
水

質
分
析
機
器
を
工
場
で
確
認

で
き
る
機
会
」
と
あ
い
さ

つ
。
島
津
製
作
所
の
担
当
者

が
社
の
歴
史
や
事
業
を
紹
介

し
た
後
、
分
析
計
測
工
場
で

は
、
紫
外
可
視
分
光
光
度
計

や
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質

量
分
析
計
な
ど
の
製
造
工
程

な
ど
を
見
学
し
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
試
薬
キ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
装
置
を
、
数
カ
月
で

開
発
し
た
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
。
こ
の
間
も
参
加
者
か

ら
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が

わ
せ
た
。

　

ま
た
、
関
連
会
社
の
島
津

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
担
当
者
が
、
製
品
の
変

遷
や
水
道
事
業
で
の
貢
献
事

例
な
ど
を
紹
介
。
今
年
で
創

立
60
周
年
を
迎
え
、
製
品
開

発
・
設
計
・
製
造
・
保
守
ま

で
一
貫
で
行
う
と
と
も
に
、

大
口
径
・
大
容
量
の
流
量
計

な
ど
の
校
正
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

た
セ
ミ
ナ
ー
は
、
伊
藤
禎

彦
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授

が
「
水
道
料
金
値
上
げ
に
対

す
る
容
認
度
を
高
め
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
」、
石
飛
博
之
・
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
専
務
理
事

が
「
財
団
の
事
業
と
水
道
に

ま
つ
わ
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
清
森
俊
彦
・
九
州
支
部
長

が
「
水
道
事
業
は
老
朽
施
設

の
更
新
が
進
ま
な
い
な
ど
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
当
協
会

は
水
道
事
業
の
課
題
解
決
へ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

伊
藤
教
授
は
、
水
道
事
業

体
が
ど
こ
に
働
き
か
け
れ

ば
、
利
用
者
は
料
金
値
上
げ

に
対
し
て
寛
容
な
態
度
を
取

る
の
か
を
探
る
た
め
、
釧
路

市
、
長
岡
市
、
呉
市
、
唐
津

市
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
を
紹
介
し
た
。

結
果
を
踏
ま
え
、
値
上
げ
容

認
度
に
関
す
る
因
果
モ
デ
ル

を
作
り
、「
現
在
の
料
金
レ

ベ
ル
に
対
す
る
評
価
、
情
報

評
価
、
水
道
事
業
に
対
す
る

信
頼
感
、
水
質
に
対
す
る
満

足
感
」
が
影
響
し
て
い
る
と

述
べ
、
こ
の
中
で
現
在
の
料

金
レ
ベ
ル
に
対
す
る
評
価
が

最
も
影
響
力
が
強
い
と
結
論

付
け
た
。
さ
ら
に
、「
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
は
水
道
料
金
の

安
さ
、
適
正
さ
を
丁
寧
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

料
金
レ
ベ
ル
に
対
す
る
評
価

を
改
善
す
る
こ
と
」
と
主

張
。
ま
た
、「
説
得
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
人
々
の

態
度
や
行
動
を
変
容
さ
せ
る

の
は
困
難
。
双
方
向
性
に
十

分
配
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
」
と
ま
と
め
た
。

　

石
飛
専
務
理
事
は
給
水
装

置
工
事
技
術
者
の
養
成
、
給

水
装
置
工
事
技
術
の
開
発
・

調
査
・
研
究
が
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
の
主
な
事
業
と

紹
介
し
た
上
で
、
最
近
の
事

業
と
し
て
給
水
装
置
工
事
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
挙
げ
た
。「
給

水
装
置
工
事
の
施
工
管
理
や

各
種
手
続
き
、
給
水
装
置
工

事
主
任
技
術
者
免
状
・
主
任

技
術
者
証
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
た
め
実
態
調
査
を

行
っ
て
い
る
」
と
発
言
し
た

上
で
、「
給
水
装
置
工
事
申

請
書
様
式
の
標
準
化
は
事
業

体
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
水
道
行
政
の
移
管

に
つ
い
て
は
、
水
道
は
事
業

体
主
導
で
国
が
支
援
す
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
、
下
水
道

は
国
が
主
導
す
る
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い

る
と
説
明
し
た
上
で
、「
事

業
・
行
政
の
流
儀
・
文
化
の

違
い
が
あ
り
相
互
理
解
が
重

要
」
と
述
べ
た
。
資
格
制
度

に
つ
い
て
も
触
れ
、
有
効
期

間
が
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
は
条
例
に
よ
り
概
ね
５

年
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
は
規
定
な
し
と
な
っ
て

い
て
、「
同
じ
５
年
と
な
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
」
と
紹

介
し
た
。
ま
た
、「
移
管
後

は
国
土
交
通
本
省
に
加
え
、

地
方
整
備
局
に
お
い
て
も
新

た
に
水
道
整
備
・
管
理
行
政

を
担
う
た
め
、
上
下
水
道
一

体
で
の
災
害
対
応
強
化
な
ど

に
向
け
た
体
制
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

る
。
地
方
整
備
局
の
役
割
が

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
ま

と
め
た
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
展
示
す
る

製
品
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も

可
能
。
さ
ら
に
両
エ
リ
ア
に

は
モ
ニ
タ
ー
を
備
え
、
動
画

に
よ
る
解
説
や
製
品
の
Ｐ
Ｒ

も
行
え
る
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
15
年
ぶ
り

で
、
今
回
で
４
回
目
。
近
年

は
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
て
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
訪
問
を
控
え
て
い

た
が
、「
実
物
を
見
て
確
か

め
ら
れ
る
」
と
い
う
特
長
に

は
根
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
老
朽
化
し
た
車
体
を

刷
新
し
、
モ
ニ
タ
ー
の
大
型

化
や
配
管
モ
デ
ル
の
背
景
を

暗
色
に
し
て
可
視
性
を
高
め

る
な
ど
改
良
を
加
え
た
４
代

目
み
ず
の
わ
号
を
製
作
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
製
品
Ｐ
Ｒ

の
ほ
か
、
実
物
に
触
れ
ら
れ

る
こ
と
を
生
か
し
た
ユ
ー

ザ
ー
の
技
術
継
承
や
社
員
研

修
、
講
習
会
等
へ
の
活
用
も

期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
ど
本
社
で
開
い
た

社
内
説
明
会
に
参
加
し
た
宮

川
多
正
・
社
長
は
、
初
代

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
稼
働
開

始
と
同
じ
１
９
８
３
年
の
入

社
。「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
み

ず
の
わ
号
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、〝
同
期
〟
と
し

て
も
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

や
製
品
の
勉
強
の
場
と
し
て

も
活
用
し
て
い
け
れ
ば
」
と

話
し
た
。

　

前
澤
工
業
は
、
製
品
の
動

作
を
そ
の
場
で
実
演
で
き
る

移
動
展
示
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

「
み
ず
の
わ
号
」を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
発
電
機
と
ポ
ン

プ
、
水
槽
、
配
管
モ
デ
ル
を

搭
載
し
、
バ
ル
ブ
の
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
抑
制
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
減
圧
ユ
ニ
ッ
ト
の

作
動
原
理
な
ど
を
実
際
に
水

を
流
し
な
が
ら
確
認
で
き

る
。
事
業
体
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

企
業
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
の
元
を

訪
問
し
、
直
接
製
品
に
触
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
を
行

う
。

　

キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー

は
左
右
に

展
開
す
る

ウ
イ
ン
グ

式
の
荷
台

を
持
っ
た

ト
ラ
ッ
ク

で
あ
り
、

片
側
ず
つ

そ
れ
ぞ
れ
「
実
流
エ
リ
ア
」

と
「
展
示
エ
リ
ア
」
に
分
か

れ
て
い
る
。
配
管
モ
デ
ル
等

の
配
置
さ
れ
た
実
流
エ
リ
ア

で
は
、
圧
力
解
放
型
自
動
減

圧
ユ
ニ
ッ
ト
「
フ
ロ
ー
バ
ラ

ン
ス
」、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ

ン
抑
制
型
バ
タ
フ
ラ
イ
弁

「
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ー
ト
」、
蓄
電

機
能
を
備
え
る
「
キ
ャ
パ
シ

タ
式
緊
急
遮
断
弁
」
を
搭

載
。
水
槽
の
水
位
に
応
じ
て

自
動
的
に
弁
体
が
開
閉
す
る

様
子
や
、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ

ン
抑
制
型
と
従
来
の
バ
タ
フ

ラ
イ
弁
を
比
較
し
て
流
水
中

の
気
泡
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

展
示
エ

リ
ア
に
は

製

品

の

カ
ッ
ト
モ

デ
ル
を
配

置
し
て
内

部
構
造
を

確
認
で
き

る
ほ
か
、

　大成機工は、大阪国際空港（伊丹空港）のプッシュカート

（航空旅客用荷物カート）に掲出している広告デザインをリ

ニューアルした。パリを拠点に、世界で活躍するファッショ

ンデザイナーの中田龍三氏が広告デザインを手がけた。

　豹とライオンが合体したブランドキャラクター〝パンテー

リオン〟が全力でパイプラインをＰＲするイラストには、同

社のヤノ・ストッパーやタイ・フレックスなどの製品本体や

機能、使用状況が遊び心たっぷりに描かれている。

　また、視線が止まる企業ロゴマークやＲＹＵＺＯパンテール

付近に「１９４１」「ＯＳＡＫＡ」「ＰＥＲＦＥＣＴ ＳＯＬＵＴＩＯＮ 

ＴＯ ＳＴＯＰ ＴＨＥ ＦＬＯＷ ＯＦ ＷＡＴＥＲ ＴＥＭＰＯＲＡＲＩＬＹ」

などの言葉が配置され、大成機工の創業年や本社所在地、事

業ドメインがイメージとして結びつく図柄となっている。

　中田氏は「2025年関西万博を見据えて、外国からの来訪者

にも親しみやすいデザインにした」とも説明している。

　伊丹空港のプッシュカートは駐車場も含めて約30カ所に配

備されており、主には北および南ターミナルの１階チェック

インカウンター付近、手荷物受け取りフロア内などに用意さ

れている。

　中田氏は1981年渡仏。エマニュエル・ウンガロに実力を認

められ、オートクチュールを担当したのちにプレタポルテの

チーフデザイナーとなり、ウンガロの右腕として17年間活躍

する。2002年に自身のブランドを設立し独立。ウンガロで培っ

たオートクチュール哲学をもとに、独自の遊び心たっぷりの

スタイルを確立し、現在は服飾ブランド「リュウゾウ・ナカ

タ・パリ」を展開している。

神
田
川
の
歴
史
テ
ー
マ
に

11
月
20
日
に
公
開
講
演
会

設
備
協

第
２
四
半
期
決
算
で
受
注
高
前
期
比
増

海
外
、Ｏ
＆
Ｍ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
堅
調

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

約110人が参加したセミナー

石飛専務理事 伊藤教授

清森支部長

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

バ
ル
ブ
の
動
作
を
そ
の
場
で
実
演

前
澤
工
業

生まれ変わった〝同期〟を紹介する宮川社長

島
津
製
作
所
で
施

設
見
学
会
を
実
施

技
術
士
会
近
畿
本
部

サイエンスプラザの見学

水
道
事
業
の
課
題

解
決
へ
情
報
共
有

料
金
値
上
げ
容
認
度
を
解
説

給
水
財
団
の
業
務
も
説
明

ダ

ク

協

九
州
支
部

福
岡
市
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

福
岡
市
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

カラフルな色彩で明るい未来を表す

大成機工
伊丹空港カート広告を一新

有名デザイナーとコラボ‼‼

車体前面にはマエザワの
エンブレムが

２０２３年（令和５年）１０月３０日（月曜日）


